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Exchange × Learning

異業種交流×越境学習

NTTラーニングシステムズ

変わりゆく時代の変化に対応し、イノベーションを創出できる人材へ成長する
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なぜ今、越境学習なのか・・・

変化の激しいこの時代を生き抜き、企業経営を存続発展させる

ためにはこの変化に対応できる人材の育成が急務である。

技術の進歩や外部環境の変化に対応できない企業は淘汰され

てしまう。企業は１人の人材の力によって大きく変化成長すること

が可能である。そんな人材を支援したい。

そんな想いで創られた越境学習プログラム「growth」

様々な業界、職種、経験者が集まるからこそ新しい気付きや発見、

刺激に繋がる。

そんな環境を一緒経験し、変化に対応できる人材へ共に成長し

ていきましょう。

異業種交流×越境学習

growth

01
はじめに
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ビジネスパーソンが普段交わること

のない異業種メンバーと組織の枠を

超えて学ぶことでイノベーションを起

こし、変革を起こすビジネスリーダー

としての幅広い能力を開発する

正解のない中での課題

を発見し解決を導く力

不確実な時代において

１人１人のキャリア自律が必要

ビジネスを進化させ

ないと淘汰される

変動性が多い中、自己

の価値観や想いが重要

C社
A社

B社

D社

知の探索
事業を創

造・変革
両利き経営

キャリア

自律

組織を変革するビジネスリーダーに求められるモノ

越境学習

growth

次世代リーダーの育成

02
越境学習の目的

Exchange × Learning

異業種交流による気づき

組織を変化させるイノーベーター人材
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越境学習growthの経験学習サイクルにより変化に

対応し所属組織を変えることができる人材へ成長する

チームの
ディスカッション情報収集と分析

解決策のアイデア

受講前

組織を変革させる必要性や

スキルを理解していない

受講後

自ら組織を変革させる事に取り組むこと

ができる次世代リーダーとして活躍

情
報
の
構
造
化
と
活
用
ス
キ
ル

課題解決と創造力

共
創
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

ありふれた情報から何が正しくて何

が誤りなのか判断し活用できる情報

を見極め事実を構造化することで課

題設定に繋げることができる

面識のないメンバーとチームに分かれ

てフィールドワークに取り組むため、

チームの醸成方法や共創力の使い方、

チームを牽引するリーダーシップを全

員で発揮する

解決に向けたアイデアが重要となり、そのために必要な

発想力、創造力などのイノベーションをどうのように作

り上げるか理解できる

越境学習

growth03
得られるスキル

情報収集力

情報分析力

概念化思考力

イノベーション 変化対応力 課題解決力

チームビル
ディング

リーダー
シップ

共創力

Exchange × Learning
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プロジェクトテーマ

地域の課題解決

テーマは地域の課題解決
本プログラムのテーマは「地域の課題解決」。日常触れることのない幅広いテーマを考えることで問題の本質や

イノベーションに繋がります。アウトプットには制限をかけずに創造力や変革力を高めるために幅広い解決策が

求められる「地域課題の解決」をテーマとして本プログラムに取り組んでいただきます。

04
越境学習のテーマ

Exchange × Learning

教育

観光漁業

農業

林業

ワーケーション
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2泊3日

2泊3日 オンライン 1泊2日

オンライン

5

05
越境学習のプロセス

Exchange × Learning

day１
キックオフ

Day2
フィールドワーク①

Day3
フィールドワーク②

Day7
最終発表会

day4
中間発表

Day5
フィールドワーク③

Day6
フィールドワーク④

チーム単位で

適宜ディスカッション

・テーマの考察

・情報の分析

・問題解決のフレーム

・現地視察

・課題の抽出

・チーム別検討

・アイデア創出

・解決策の立案

・効果と実現性

・進捗状況の共有

・プロセスマネジメント

・仮説検証の準備

・現地視察

・仮説検証

・改善案の抽出

・プロジェクト計画

・成果指標の設定

・客観的評価

・プレゼンテーション

・最終振り返り

GW
チームセッ

ション

GW
チームセッ

ション

GW
チームセッ

ション

各プロセスで目的を設定することで、具体的にすべき活動内容を明確にします。

※本プログラムについては、コロナ感染状況により全工程オンラインでの実施となる可能性もございます。
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参考スケジュール

Exchange × Learning ※本プログラムについては、コロナ感染状況により全工程オンラインでの実施となる可能性もございます。

事前説明
Day１

キックオフ

Day2

フィールド

Day3

オンライン

Day4

中間報告

Day5

フィールド

Day6

オンライン

Day7

最終発表

越境学習「growth」では、12月～2月の3ヶ月間で進めていきます。

下記全体として開催する計7日のプログラムとは別にチームごとに適宜スケジュールを調整してディスカッションを実施いただきます。

本プロジェクトでは現地開催とオンライン開催で実施いたします。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

木 ⾦ 土 日 月 火 水 木 ⾦ 土 日 月 火 水 木 ⾦ 土 日 月 火 水 木 ⾦ 土 日 月 火 水 木 ⾦ 土

前泊 Day1
現地

Day2
現地

Day3
オンライン

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 ⾦ 土 日 月 火 水 木 ⾦ 土 日 月 火 水 木 ⾦ 土 日 月 火 水 木 ⾦ 土 日 月 火

前泊 Day4
現地

Day5
現地

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 ⾦ 土 日 月 火 水 木 ⾦ 土 日 月 火 水 木 ⾦ 土 日 月 火 水 木 ⾦ 土 日 月 火

Day6
オンライン

前泊 Day7
現地

12月

1月

2月

・・・現地集合実施

・・・オンライン実施

※本プログラムについては、コロナ感染状況により全工程オンラインでの実施となる可能性もございます。


